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研究成果の概要（和文）：　本研究課題では，児童生徒，教師，保護者の三者をつなぎ，協働の学びの場を提供
するeポートフォリオ統合支援システムを開発した。
　本システムは，(a)児童生徒の学び合い支援システム，(b)児童生徒の学びのプロセスと成長を見える化するシ
ステム，(c)家庭と学校が連携する教育コミュニティ形成システム，(d)ビッグデータ対応eポートフォリオ知的
データベース，から構成され，それらを統合することで一つのeポートフォリオ・システムとなる。これらサブ
システム群からなるeポートフォリオ・システムは，関連の強いサブシステム群ごとに実証検証が行われた。

研究成果の概要（英文）：This study developed an integrated e-portfolio system to foster and 
visualize student collaborative learning in education. The system consists of four subsustems: (a) a
 learning and assessment support system with peers , (b) a learning visualizing system，(c) a 
school/households community collaborative system for forming learning community and (d) an 
intelligent database system corresponding to educational big data. The system was also evaluated 
through practice experiments.

研究分野：教育工学

キーワード： ｅラーニング　eポートフォリオ
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

新学習指導要領の実施に伴い，単なる「詰
め込み」ではなく，習得した基礎的・基本的
な知識・技能を活用し，自ら主体的に考え，
判断し，表現できる能力（以下，育成すべき
能力）を育むことがさらに強く求められるよ
うになった。これは，OECD が 2000 年か
ら実施している PISA に端を発する。この背
景には，教育観が 20 世紀終わりにかけてパ
ラダイム転換を遂げ，暗記中心の教え込み指
導（「客観主義的学習」）ではなく，子どもた
ちが他者とのコミュニケーションを通し，自
ら経験を積むこと（為すこと）による学び
（「社会構成主義的学習」）が重要視されるよ
うになったことが挙げられ，この能力は，21 

世紀型スキルとして世界各国に強い影響を
与えている。これを受け，日本では，「生き
る力」，「確かな学力」の理念に基づき，児童
生徒の学習過程の記録や成果物をポートフ
ォリオとして活用した課題解決的な学習や
探究的な活動，および，コミュニケーション
の基盤となる言語活動の充実，子どもたちの
発達段階に応じたキャリア教育等を推進し，
この能力の獲得を目指している。つまり，こ
れは日本だけでなく世界共通の課題でもあ
る。 

しかし，これら育成すべき能力は，従来の
教師による一斉授業だけでは獲得すること
は難しく，子どもたちが共に学び合い，自ら
知識を構成できるよう，そのプロセスを長期
的かつ継続的に支援する必要がある。その支
援とは，単なる知識伝達や指示ではなく，仲
間（子ども）と学校（教師），家庭・地域（保
護者）の三者による学びの場の提供であり，
協働的な学習環境の創造そのものである。例
えば，日常的に紙の連絡用ポートフォリオを
導入し三者間の連携を取っている学校があ
るが，一般的な学校でこれを実現するために
は，先んじて保護者との密な関係構築のため
の仕組みが必要である。また，紙でのやり取
りでは，地理的，時間的な制約を受けるだけ
でなく，学び全てを記録・蓄積し，その中か
ら子どもの成長を見出すことは困難な作業
なため，やりっぱなしになる傾向が強い。そ
こで，電子化して ICT で取り扱う工夫が必
要となる。さらに，長期的な運用においては
データが莫大になるため，教育ビッグデータ
に 対 応 で き る 数 理 的 技 術 （ Learning 

Analytics）を用いたデータ検索・分析の活用
が求められる。よって，ICT を用いて上記の
育成すべき能力を獲得するための教育を実
現するためには，以下の自明な問題点が存在
する。 

 

問題点①：児童生徒同士の学び合いを促進
する支援がない。つまり，目まぐるしく変わ
る児童生徒同士の学び合いの状況に応じて
即時的かつ継続的な学習評価を支援するシ
ステムが必要。 

問題点②：小・中・高等学校（12 年間）

の中で児童生徒がどのように何処まで成長
したかが分からない。つまり，児童生徒の学
びのプロセスとその成果を見える化するこ
とでその成長を把握でき，発達段階に応じた
木目の細かい到達度の評価を行うことで説
明責任を可能にするシステムが必要。 

問題点③：児童生徒と教師と保護者の三者
が協働し合う学びの場がなく，三者間のコミ
ュニケーションを伴う教育力が低下してい
る。つまり，児童生徒，教師，保護者の三者
をつなぎ，教師と保護者が共に児童生徒の学
びと成長を継続的に支えていくための手段
を提供するシステムが必要。 

問題点④：長期に亘る児童生徒の膨大な学
習・評価履歴データの管理が困難である。つ
まり，ビッグデータに対応できる高度な格
納・解析機能を持ち，さらに，データマイニ
ング機能を有した知的データベースシステ
ムが必要。 

 

２．研究の目的 

本研究課題の目的は，先の問題点を全て解
決し，児童生徒，教師，保護者の三者をつな
ぎ，協働の学びの場を提供する e ポートフォ
リオシステムを開発することである。 

 

３．研究の方法 

本研究では，研究の目的を達成する統合シ
ステムを４つのサブシステムに分け開発を
行い，関連するサブシステム毎に検証実践を
行いながら，児童生徒，教師，保護者の三者
をつなぎ，協働の学びの場を継続的に提供し
支援する e ポートフォリオシステムの実現の
可能性について明らかにする。 

本統合システムは，学びの全ての記録や成
果物を蓄積したビッグデータに対し，
Learning Analytics を駆使することで，児童
生徒同士の学び合いを知的に促進させ，学び
のプロセスとその成果を見える化する，仕組
みを有する。（図１） 

 

図１ 統合システムの概念図 



 

４．研究成果 

 本研究では，サブシステムごとに設計・開
発され，実践的検証が行われた。その結果，
これらサブシステムを連携することによっ
て，児童生徒，教師，保護者の三者をつなぎ，
協働の学びを継続的に支援すること，また，
学習成果の見える化を支援できることが明
らかになった。 

以下，サブシステムごとに説明する。 

 

(a) 児童生徒の学び合い支援システム 

 本研究では，教室等における授業において，
主体的で対話的で深い学び（いわゆるアクテ
ィブ・ラーニング），特に協働的な学びを支
援するためのシステムの開発を目指した。 

具体的には，授業と同時進行的に使うため
の電子黒板とタブレット端末が連携する e ワ
ークシート学習支援システムを開発した（[雑
誌論文]⑯など）。e ワークシートとは，単な
る紙ベースのワークシートの代替ではなく，
ワークシートの項目ごとの電子的な蓄積・活
用を可能にする形式的な枠組みを有してい
る。e ワークシート学習支援システムを用い
た授業を行うことで，授業内において，児童
生徒のそれぞれの考えや意見を共有できる
だけでなく，それら学びの過程や成果を，密
に学習記録として蓄積し，利活用することが
期待できる。 

システム評価の結果から，本システムは，
容易にワークシートが作成でき，健全性があ
り，構造に柔軟性をもった e ワークシートを
作成することで，e ワークシートを使った協
働的な学び合いの効果的な授業が行えるこ
とが明らかになった。 

 

(b) 児童生徒の学びのプロセスと成長を見え
る化するシステム 

 本研究では，児童生徒の学びの記録から重
要な活動や成果物などの学習成果を説明要
求に応じて動的に抽出し，そのプロセスを見
える化する方法を検討し実現化することを
目指した。 

 学習プロセスの可視化は，これからの e ポ
ートフォリオには必須の機能であると言え
るが，(a)と(c)のシステム上において実現する
ことができた。それ以外にも，次の二つの成
果を挙げることができる。 

 一つ目は，e ポートフォリオシステム上で，
蓄積された学習記録データを用いたダッシ
ュボードを開発した（[雑誌論文]⑤など）．具
体的には，学習記録データを分析し，学習者
に対し，(1) 学習活動に対する取り組みの度
合い（主体性）と，(2) 学習コミュニティへ
の参加度合い（参加），(3) 相互評価による学
習者間の関係（参加コミュニティ），の３つ
の学習状況の可視化をダッシュボード上に
試みた．システム評価の結果から，この３つ
の可視化は，学習者の主体的な学び合いを促
進できることが確認された． 

 二つ目は，学習者が主体的に学習に従事し，
責任を持ちながら，自ら学習を調整する学び
を促進させる（見える化を含む）仕組みを開
発することを目的に，学習者自らが，本質的
な理解状況に応じてマークを付与し，自身の
学習を調整するとともに，学びの成長を自覚
しながら学習に取り組む学習方法である「V

マーク式学習法」の提案を行った（[雑誌論文]

⑧など）．そして，V マーク式学習法を実行
するための機能を e ラーニングシステムに実
装した．システム評価実験の結果から，V マ
ーク式学習法を用いて学習することで，学習
者をより動機づけ，より学習に責任をもち従
事することができる可能性が示唆された． 

 

(c) 家庭と学校が連携する教育コミュニティ
形成システム 

本研究では，児童生徒，教師，保護者の三
者を有機的につなぎ，児童生徒の学びと成長
を継続的に支えることを可能にする協働の
学びのための教育コミュニティを形成でき
るシステムの開発を目指した。 

具体的には，教育ビッグデータの時代のニ
ーズに合ったeポートフォリオ2.0を提言し，
そのコンセプトに基づいた，初等中等教育向
け e ポートフォリオシステム「まなふりくん」
を開発した（[雑誌論文]⑬など）。e ポートフ
ォリオ 2.0 とは，教育ビッグデータ時代の e

ポートフォリオシステムを実現するための
コンセプトであり，以下の８つからなる。 

1. 学習者中心 

2. あらゆる学びのツールとなる 

3. いつでも，どこでも 

4. 学習習慣の確立 

5. データを柔軟かつ密に記録する 

6. 教育コミュニティの形成 

7. 学びの見える化 

8. 教育ビッグデータの構築 

このコンセプトに基づき開発された「まな
ふりくん」の特徴の一部は以下の通りである． 

 学習者自らがタブレット端末を持ち，い
つでも，どこでも，継続して利活用する
ことができる。 

 学校の授業だけでなく課外活動，部活動，
家庭学習を学び捉え，学んだら振り返る
という活動を繰り返すことで，学びの促
進，成長を支援できる。 

 保護者と教師が協働し児童生徒の学び
や成長を支援できる。 

 仲間同士による学び合いを通し，教師や
保護者らによる教育コミュニティを形
成できる。 

 システム評価の結果から，学習者は，他者
からのコメントは嬉しくやる気に繋がるこ
と，また，「まなふりくん」を使うことで学
ぶこと自体が楽しくなりモチベーションに
強く影響を与えることが示唆された．また，
振り返る習慣を身につけることを重要だと
認識し，特に授業後に振り返ることを習慣化
するのに効果があることが明らかになった。 



 

(d) ビッグデータ対応 e ポートフォリオ知的
データベース 

本研究では，様々な場面や期間に収集され
た多量の e ポートフォリオを有意味な単位で
格納すると共に，数理的な解析や検索など
Learning Analyticsを駆使し知的にデータ管
理を行えるデータベースを提案することを
目指した。 

まず，教育ビッグデータ時代の e ポートフ
ォリオのあり方についてまとめ，どの学習記
録データを，いつ，どのような形で蓄積し，
何を目的としてどのように分析（Learning 

Analytics）し，学習者や教師に対してどのよ
うに可視化すべきかについて明らかにした
（[雑誌論文]⑫など）。これに基づき設計され，
システム化されたものが(a)～(c)である。これ
らシステム内に実現されたデータベースは，
それぞれが，本研究で追求してきた答えの一
つと言える。 

 
このように，本研究では，先述の問題点を

解決すべく，さまざまな eポートフォリオを
活用した活動支援方法やシステムの実現方
式を検討し，実際にシステムに実装し具現化
した。その成果の一部は，実際の学校現場に
おいて利用されるまでに至っている（[図書]
①など）。 
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